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《 業 種 別 総 括 》 

                            23 年 10 月 

 

〔漁業〕 

・ １０月の総水揚げは、漁獲量が前年を下回り、漁獲金額で同比上回った。漁獲量は定置網漁、底曳き

網漁、たら漁が低調であったため。秋サケ漁不振による浜値高から、漁獲金額は前年を上回った。 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 軽種馬生産業は、「オータムセール」（日高軽種馬農協主催）が１０月２４日から２７日の４日間、

新ひだか町北海道市場で開催された。売却率は前年を若干上回ったが、総売上、取引平均額はともに

前年を下回った。海外バイヤーの動きは鈍かったが、シンガポール、中国人バイヤーが落札。来年以

降に期待を持たせた。 

・ 水稲は収穫作業は終了した。牧草（２番草）の収穫作業は、天候不良により大幅におくれた。 

・ 花卉は累計出荷数は前年比で2％減少するも出荷額は13％上回った。 

・ 畜産関係の黒毛和牛は、三石・えりも両地区総体の出荷状況は、頭数変わらず、金額で前年をやや上回

った。 

〔建設業〕 

・ 町発注工事（新ひだか～えりも地区）は、前年比件数で１3件、金額で49百万円下回った。 

・ 管内における国･道･町発注公共工事の総請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は1,640

百万円で前年を30.9%下回った。累計でも13,721百万円で同2,788百万円の減少(△16.9%)となっている。 

・ 建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は、当月受付件数、累計件数とも前年を上回った。 

〔小売業〕 

・ 一般小売店は、厳しい経営続いている。高齢者向けの宅配等に力を入れ、顧客の引き止めに苦慮。 

漬物用品の売れ行きも漬物を漬けるひとが少なくなっているため減少傾向にある。全体的には低調に

推移した。既存コンビニの中には、地域間、店舖間格差あるが前年比微減～やや上回る水準で推移。 

・ 衣料品は、ウォームビズ商品が好調。ただし顧客の高齢化による購買力の低下、格

安量販店への流失みられ、地元店は苦戦が続いている。 

・ 家電製品は､節電意識の高まりを受け、電源不要のポータブルストーブなどの販売や、省エネタイプ

の冷蔵庫、パソコンの売れ行きが好調。ただ薄型テレビの落ち込みは大きく低調推移。 

・ 新車登録台数(新冠～えりも地区)は139台。前年を上回る登録台数がみられた。 

〔雇用〕 

・ 月間有効求人倍率は、浦河地区では、前月比改善の動きが弱まった。全道の有効求人倍率

は、前月比横ばいながら、前年同月を21か月連続でを上回る。 

〔総括〕 

漁業では、えりも岬周辺の秋サケの水揚げが大幅に減少した。浜値の上昇により、加

工業者の集荷苦戦が懸念される。軽種馬生産業はオータムセールが終わり、売却総額・

取引平均額ともに低下している。建設業では、国･道･町発注公共工事の総請負金額(北

海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は前年同月を下回っている。雇用情勢の持ち直

しの動きも弱まっている。このような中で新車登録台数は２ｶ月連続で前年を上回り回

復の兆しも見られたが、10月の管内における全体的な個人消費回復の動きは鈍く、地

区内経済概況は、足踏み状態が続いている。 



２ 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛かに漁等。 

総漁獲量10,051ｔ・金額3,802百万円(前年同月比707ｔ減・294百万円増)。 
  

 
底曳き網漁……… 2,938ｔ・ 299百万円 (前年同月比  271ｔ減・ 72百万円減） 

定置網漁………… 4,243ｔ・2,188百万円 (  同     536ｔ減・366百万円増） 

かれい漁…………   67ｔ・  22百万円 (  同       6ｔ増・  3 百万円増） 

たこ漁……………    83ｔ・  42百万円 (  同      54ｔ減・  8 百万円減) 

つぶ漁……………   153ｔ・ 141百万円 (  同      36ｔ減・ 20百万円減) 

いか漁……………   382ｔ・ 121百万円 (  同     239ｔ増・ 77百万円増) 

たらすけそ漁……   261ｔ・  87百万円 (  同     136ｔ減・ 45 百万円減） 

さんま漁………… 1,162ｔ・  74百万円 (  同     163ｔ増・ 12 百万円減) 

ししゃも漁………   208ｔ・ 130百万円 (  同      33ｔ減・ 24百万円減) 

ほっけ漁…………    38ｔ・   6百万円 (  同      17ｔ減・  2 百万円減) 

昆布………………   381ｔ・ 655百万円 (  同      80ｔ減・ 28 百万円増) 

   

・ 水揚げは、定置網漁、底曳き網漁、たら漁で前年比大幅な減少となった。たこ

漁、つぶ漁、ししゃも漁、昆布漁も同比減少。管内秋サケ定置網漁獲は、えりも

以西様似から静内は前年を上回り推移しているが、例年漁獲量の多いえりも岬周

辺で前年を大幅に下回る。地区内総漁獲量は前年を下回るも、漁獲金額は秋サケ

の平均単価上昇により前年を上回る結果となった。 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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＊〔軽種馬生産業〕 

・ 国内セリ市場を締めくくる、「オータムセール・サラブレッド１歳」（日高軽種馬

農協主催）は、10 月 24 日から 4 間の日程で、新ひだか町北海道市場で開催された。上

場頭数 784 頭。売却頭数 397 頭、金額は、9 億 8,800 万円で前年を１億３千万円下

回った。売却率は 50.64%、取引平均額 249万円で前年を 27万円下回る。 

 

＊〔農 業〕 

・ 水稲は、10月末作況指数「106」の良、前年は「101」であった。 

・ 花卉の出荷量は 1,211 千本(前年 1,235 千本)、出荷金額 10,404 万円(同 9,201 万円)。 

1本当たり平均価格は 86円（同 75円）、累計出荷量は 24千本減少し、金額は 1,203

万円増加している。 

  

＊〔畜産業〕 

・ 黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 122 頭(前年 123 頭)、金額 7,151 万円(同 6,973

万円)価格は仔牛が 36 万円(前年 38 万円)、肥育牛が 87 万円(同 86 万円)で取引さ

れた。えりも地区では10ケ月素牛が出荷頭数51頭(前年55頭)、金額は1,879万(同

2,252万円)。価格は牡が 41万円(前年 41万円)、牝が 32万円(同 33万円)で取引さ

れた。 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

・ 町発注（新ひだか～えりも地区）工事は件数 43件(前年同月 56件)・金額 311百万 

  円(同 360百万円)。 

・ 管内の、国･道･町発注公共工事の総請負金額 1,640百万円(北海道建設業信用保証 

  ㈱の保証請負金額)は前年同月を 732百万円(△30.9％)下回った。 

   

＊〔土木業〕 

 町発注工事は道路舗装新設、補修、改修工事主体に稼動。今後も公共工事等の減少

傾向は続くと予想。 

 

＊〔建設業〕 

・ 地区外ハウスメーカーの稼働が増加傾向。地区内業者の稼動は総じて低位推移。 

 

＊〔建築確認申請〕 

・ 建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は当月 13件（前年同月 9件）、累計(4-10

 月）98件（同 87件）。 



４ 

 

 

＊〔木 材〕 

・ チップ材の出荷は総数量が 690ｔ(前年 583ｔ)で前年比 18％の増加、総金額では

10,627千円（前年実績 9,438千円）同 13％の増加。 

  東日本大震災による需要の増加が見込まれる。 

＊〔製 材〕 

・ 稼動の中心は魚箱の生産。 

  総じて前年並みの価格での取引となっている。 
 
 
 
 
 

＊〔卸売業〕 

・ 野菜の入荷状況は、道内産が主流。玉葱、じゃがいも、きゅうり、椎茸等主体の入

荷。果物類は本州産の柿、梨、みかん、りんご等が中心。総じて価格は前年並で推

移。 

 

＊〔小売業〕 

・ 一般小売店は、大型店、コンビニへの消費流失で売上は低調。スーパーでも前年比微

減の売上で低調な業況であった。コンビニは、パック入り惣菜の販売が伸びている。高齢者向

けの少量、食べきりの和惣菜も売上を増やしている。 

・ 衣料品は、大型店、格安量販店ではセーターやベスト、カーディガンの販売が好調。 

・  家電製品は､家電量販店では、乾電池で着火できるポータブルストーブが売れており、商品によって

は在庫がない状態。 

・ 「ウォームビズ」が定着してきており、節電意識も高まっている。ホームセンターでは、断熱シート

や窓のすきま風を解消するテープの売れ行きが好調。 

・ 新車登録台数(新冠～えりも地区)は、139台で前年比28台増加。累計(1～10月）1,413

台（前年同月 1,653台）。 

・ 飲食業は、馬市の期間中賑わった地区もあったが、概ね低調に推移。 

・ 静内地区では、大型牛丼チェーン店が新規開業した。 

・ えりも町に 11月初旬大手ホームセンターが開業を予定している。 

・ 各地で地場産の野菜や水産加工品の販売イベントが行われ、賑わった。 

 



５ 

 

 

＊〔管内の倒産〕 

・ 10月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産件数は0件(前年同月0件)。 

・ 10月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は2件(前年同月2件)負債額は7千万

円(前年同月21千万円）。 

＊〔道内の倒産〕 

・ 10月の北海道の倒産件数は､31件。負債額29億8千万円。前年比では1件の増加、

負債額で13億3千万円の減少となった。 

・ 4～10月期における倒産件数は258件、負債総額673億3千万円。前年同期比1件、

13億円3千万の減少。 

＊〔全国の倒産〕 

・ 10月の全国の倒産件数は、976件。負債総額1,558億8千万円。前年比で160件、

3,641億7千万円の減少となった。東日本大震災関連倒産45件、10月累計425

件。 

＊〔雇用〕 

・ 10月の浦河地区の月間有効求人倍率（0.62倍）は、前年比で0.04ポイントの低下

ながら、前月比0.01ポイント改善となった。 

・ 全道の月間有効求人倍率(0.49倍)は、前月比横ばいの数値ながら、前年比では0.04

ポイントの改善となった。 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 

 10／1 第 15回 シリウスステークス                 （ＧⅢ） 

    ヤマニンキングリー号 (新冠町 錦岡牧場 殿生産)   

 10／15 第 24回 マイルチャンピオンシップ南部杯           （ＧⅠ） 

    トランセンド号 (新冠町 ノースヒルズマネジメント 殿生産)   

 10／16 第 46回 ディリー杯 2歳ステークス              （ＧⅡ） 

    クラレント号  (新冠町 ノースヒルズマネジメント 殿生産)   

 10／29 第 54回毎日放送賞スワンステークス              (ＧⅡ) 

     リディル号    (新冠町 ノースヒルズマネジメント 殿生産) 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成23年10月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 

人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 
前 月

比 

平 取 町 5,630 -24 -10 2,614 20 -3 

日 高 町 13,699 -100 -23 6,629 -22 -14 

新 冠 町 5,832 8 -5 2,656 56 1 

新 ひ だ か 町 25,330 -421 -10 12,251 -76 -9 

浦 河 町 13,970 -274 -4 6,985 -76 5 

様 似 町 5,097 -161 -5 2,337 -3 0 

え り も 町 5,384 -116 4 2,176 -20 -1 

日高地区合計 74,942 -1,088 -53 35,648 -121 -21 

広 尾 町 7,990 -118 -12 3,524 12 -7 

大 樹 町 5,997 -61 14 2,637 8 6 

日高･十勝地区合計 88,929 -1,267 -51 41,809 -101 -22 

札 幌 市 1,905,321 8,693 706 976,339 12,489 912 

江 別 市 121,650 -482 -55 53,962 404 39 

石 狩 市 60,746 -303 29 26,570 186 30 

北 広 島 市 60,503 -53 -31 26,120 203 -1 

恵 庭 市 68,935 97 -3 30,589 250 14 

千 歳 市 94,292 528 42 45,003 590 26 

石狩地区合計 2,311,447 8,480 688 1,158,583 14,122 1,020 

苫 小 牧 市 170,023 -28 1 83,620 1,040 63 

厚 真 町 4,851 -50 -7 2,044 1 -2 

む か わ 町 9,585 -121 -22 4,485 9 -9 

胆振地区合計 184,459 -199 -28 90,149 1,050 52 

営業区域合計 2,588,835 7,014 609 1,290,541 15,071 1,050 

 (資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成23年10月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 569 57,970 -6.57 11.55 1.43 -1.17 

月間有効求職者数 918 117,210 -0.43 0.86 -0.33 -2.14 

月間有効求人倍率 0.62 0.49 -0.04 0.04 0.01 0.00 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成23年10月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 13 4 2 

(新ひだか町～広尾町) 23/4～23/9 累計 98 11  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成23年10月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 2 7 0 -14 サービス業1件 

建 設 業 1件 

苫小牧市1件 

千歳市 1件 うち新冠町～えりも町 0 0 - - 

北 海 道 31 298 1 -133   

全   国 976 15,588 -160 -36,417   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 



 

７ 

 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成23年10月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

118,907 0.12 -0.63 58,596 -6.70 -1.17 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 23年10月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 374 26.35 -13.02 

交換金額 765 14.86 -5.32 

不渡り手形枚数 0 ― ― 

不渡り手形金額 0 ― ― 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
23年10月の 登 録 23／1月～23／10月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 12 3 -12 155 -48 

新ひだか町 56 0 -25 612 -132 

浦 河 町 33 6 -17 354 -32 

様 似 町 22 11 4 163 5 

え り も 町 16 8 -3 129 -33 

合 計 139 28 -53 1,413 -240 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  10月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 12.2 149.5 170.1 0.2 150.6 97.3 

広   尾 11.2 174.5 177.8 0.3 101.8 106.1 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

９ 各町の水道使用量（平成23年10月） 

                                            （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内    101,666 -     49,417 -   151,083 - 

新ひだか町三石 29,520 -1.0 20,211 5.0 49,731 1.3 

浦 河 町 64,049 -12.0 31,536 -1.7 95,585 -8.8 

様 似 町 28,048 -1.1 13,504 -1.1 41,552 -1.1 

え り も 町 26,634 -0.8 13,037 -1.2 39,671 -4.9 

広 尾 町 37,460 -5.0 18,046 3.5 55,506 -2.4 

＊ 広尾町は23年9分                             (資料出所：各町) 
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日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 

 

宗ちゃんの骨抜き干しカレイ〈 有限会社中村商事 〉 

昭和４８年に飲食店として営業、平成６年に会社を設立、日高地方の西端、日高町(旧門別町)富川において、飲食

店、ペンションなどを経営しています。また、「宗ちゃんの骨抜き干しカレイ」の商品化により平成２３年４月に新

たに水産部を設置しました。 

 

 ◆経緯・特徴 

  お客様から、焼き魚の骨を取り除いてほしいという要望があり、骨のない焼き魚を家庭でも食べられたらとの思い

から思考を重ね、厳選した北海道日高産の新鮮な宗八カレイを使用し、独自の技術で骨を取り除き、一夜干したのち

真空パックにした「宗ちゃんの骨抜き干しカレイ」を商品化したものです。 

  この商品の特徴としては、焼き魚器やグリルがないご家庭でも、フライパンでお気軽に焼くことが出来、煮魚やム

ニエル、唐揚げなど様々な料理に利用できるということ。また、骨を抜いているので、お子様からお年寄りまで簡単

に食べることが出来、調理時間も短時間ですむことから、非常にエコな商品となっています。 

 

 

           

     宗ちゃんの骨抜き干しカレイ              宗ちゃんの骨抜き干しカレイ スティック 

  

 ◆平成２３年度北海道新技術・新製品開発賞「奨励賞」受賞（食品部門） 

  平成１０年度から始まった新技術・新製品開発賞の「ものづくり部門」と「食品部門」の２部門に、「宗ちゃんの

骨抜き干しカレイ」がノミネートされ、両部門を通じて日高管内において初めての受賞となりました。    

  

                

  ◆お問合わせ先はこちら 

    有限会社中村商事 水産部（沙流郡日高町富川南２丁目２番１０号） 

    電話 ０１４５６－２－４８００  ＦＡＸ ０１４５６－２－４８２２ 

 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林業、水産業、

商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

 今回は、管内の特色のある事業者を紹介します。 



 

９ 

 

 

※ 「東北地方太平洋沖地震」の義援金取扱中！ 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成 23 年 3 月 15 日(火）～平成 24 年 3 月 30 日（金）まで 

◎ 寄 付 先 ： 日 本 赤 十 字 社 

◎ 手 数 料 ： 無 料 

◎ 受 領 書 ： 受領書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼人に送付されます。 

   

※ ひだかしんきん「創立90 周年記念住宅ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利  最優遇金利 年1.80% (保証料は別途加算) 

◎ 取 扱 期 間 ： 平成 23 年 10 月 3 日(月）～平成 24 年 3 月 30 日（金）まで 

◎ 資 金 使 途 ： 住宅新築・購入・リフォーム・他行借換え・住宅に係る諸費用・保証料等。 

◎ 融 資 金 額 ： 資金使途、保証条件等により最大８，０００万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： １年以上３５年以内（資金使途及び建物の構造により期間が変更となります）。 

◎      種 類 ： ①固定金利特約型（有担保  固定金利特約期間 ～３年 ５年 ７年 １０年 ） 

  ②変動金利無担保扱い 

◎  返 済 方 法    ： 元金均等または元利均等返済方式。ご返済金額の 50％までボーナス併用返済可能。 

◎  保 証 人 ： ㈳しんきん保証基金及び全国保証㈱の保証を受けれる場合、原則保証人不要 

◎  融 資 対 象 者 ： 満２０歳以上で当金庫の条件に合致する方、保証会社の保証が得られる方。 

 

 

※ ひだかしんきん「創立90 周年記念教育ローン」キャンペーン中！ 

キャンペーン適用金利 最優遇金利 年1.9％(保障料は別途加算） 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成 23 年 8 月 1 日(月）～平成 24 年 4 月 27 日（金）まで 

◎ 資 金 使 途 ： 1年分の就学納付金、就学にかかる付帯費用、教育関連借入の借換え資金。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 最長10年以内。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

   元金据置期間は卒業予定年月まで、かつ４年7ヶ月を限度とします。 

◎ 保 証 料 ： 保証会社の定めによる料率。保証料が別途かかります。 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「保証会社」等の保証が得られる方。 

 

 
 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。 
 



 

 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 
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